
































から春先に多いことが示された。第 2節において 1～ 2年の長期の隔離飼育 (無射精)
を行つた供試個体からは、少なくとも精子形成開始 (冬から春先)か ら交尾期 (春から
夏)の間に、多くの生存精子を得られることがさらに明らかとなつた。
第 3章では此生の卵黄形成について、まず第 1節 において飼育下で孵化 した雌の成長過
程および超音波画像診断によつて卵巣を観察 し、卵黄形成開始時の年齢やサイズ (直 甲




















4)精 液を注入 した雌に FSH投与を行い排卵および卵形成を誘起する。(排卵誘起)
5)形 成された卵をオキシトシン投与により排出させ回収する。σF排出・回収)
本研究で得られたこれらの繁殖生理および生態学的知見は、タイマイの人工授精成
′
功に至るまでの第一歩ではあるが、以上が明らかとなった事で、飼育下における繁殖
成功率の向上に貢献することが期待できる。
